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工業技術センターから
こんな技術支援を受けました

会社概要
昭和56年4月
500万円
4人
興　辰雄
〒894-0106
鹿児島県大島郡
龍郷町中勝812

大島紬製造販売及び洋装品製造・販売
大島紬製品(着尺・洋装・小物類・傘・バッグ・
アクセサリー他)
TEL.0997-62-2178
FAX.0997-62-2328
okitsumugi＠jupiter.ocn.ne.jp

設 立
資 本 金
従業員数
代 表 者
所 在 地

事業概要
主要製品

連 絡 先

2012 年 10月現在

・大島紬の洋服
・大島紬の小物（傘、帽子、バッグ、財布）など

具体的につくれるもの

　製織技術や染色技術で製品に不良
が発生し、徹底的に糸の状態や織り方
など調べてもらい、原因究明に至りまし
た。また、技術指導・支援を受け、新しい
商品開発や最高級の大島紬製品作りに
取り込むことができたほか、着尺につい
ても指導をいただきました。

　本場奄美大島紬グランプリを連続5回、
通算で6回受賞したほか、2008年県特産
品コンクールでは「大島紬トランクバッ
グ」で県知事賞、2009年には「大島紬日
傘」で特産品協会理事長賞を受賞しまし
た。これらの受賞は、弊社の大島紬製品
が最高級の品質保証を受けたと自負して
います。従業員一同、手抜きをしない、妥
協しない製品づくりに励んでいます。

　先輩たちは「糸は生きている。ウ
ソはつけない」とよく言います。そ
の言葉の意味は製品になったと
きによく分かります。時代を越えて
愛される大島紬を作ることはもち
ろんですが、若い人たちにも大島
紬の良さを知ってもらえるように、
鞄、コサージュやハンチングなど、小物への展開も積極的に進めて
いきます。

私たちの
得意なこと！できること！

私たちは
こんな技術を持っています

私たちが
これから展開を目指すこと

　総絣技法や多色使いなど他社と
の差別化を図りながら、伝統に工
夫をプラス。着物のみならず、洋装
や小物製品を手がける「大島紬ホ
ズミコレクション」では、時代のニー
ズにあった「ものづくり」を行ってい
ます。

独自の技術に裏打ちされた
製品開発

それは
この技術があるから

　多くの人々が一つになって
初めて生まれてくる大島紬。そ
の夢や可能性へ向けて、皆さ
んと伝統ある産業に携わる幸
せと誇りを感じつつ、これから
も最高級の製品づくりに努め
ていきます。

本物は
時代を越えて
愛される

技術屋の
熱い想い
代表取締役

興辰雄さん 

有限会社 興紬商店

□技術相談・指導 　□依頼試験・分析　
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絹

伝統に工夫をプラスした
「ものづくり」

ホズミコレクション
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